
令和 4 年度指導監査における主な指摘・指導事項＜社会福祉法人＞  

 

1. 定款について 

 法人の基本的事項に変更（実施事業の変更、基本財産の増加等）が生じているが、定

款変更について理事会および評議員会の承認や所轄庁の承認等を得ておらず、適正

な手続きが行われていない 

 

 

2. 役員(理事・監事)及び評議員の状況 

 組合等登記令に準じた理事⾧登記(就任・重任等)がされていない又は遅延している 

 理事会で評議員候補者または役員候補者が選考されていない、評議員選任・解任委員

会が開催されていない、監事の改選について現監事の過半数の同意を得ていない等、

役員及び評議員の選任手続きが不適切である 

 役員及び評議員の就任承諾書を徴取していない等、選任に係る事前提出書類の管理

が適切に行われていない 

 役員及び評議員の資格要件を満たしていない者及び特殊の関係がある者が選任され

ている 

 

 

3. 理事会及び評議員会の状況 

 理事会を連続して欠席している監事が見受けられる 

 理事会及び評議員会の要議決事項が実施されていない 

 理事会及び評議員会の議事録の記載事項及び保存が不適切である 

 評議員会の招集事項について理事会の承認を得ずに、評議員会が開催されている 

 理事会及び評議員会の招集通知の発出が基準を満たしていない 

 理事⾧及び業務執行理事の自己の職務の執行状況の報告が適切に行われていない 

 

 

4. 公益事業及び収益事業の実施状況 

 公益事業に欠損金が生じたことにより、社会福祉事業から多額の資金の貸し付けや

繰入れが行われていたが、理事会において欠損金が生じた原因や分析等、事業改善の

ための検討や具体的な措置が行われていない 

 

 

5. 資産管理の状況 

 資産総額等が未登記又は遅延している 

 借地等について事業の存続に必要な期間の地上権または賃借権の設定・登記が適正

に行われていない 

 基本財産以外の固定資産について理事⾧の承認を得ずに廃棄をしている 



6. 会計管理の状況 

 予算措置がされていないにもかかわらず、物品等の購入において多額の支出がされ

ている 

 年度途中に予算に変更事由が生じているが、補正予算を作成していない 

 社会福祉法改正に伴う経理規程の改正が行われていない 

 決算書類(附属明細書等)に作成漏れが見受けられる 

 小口現金の限度額を超えて管理している等、規程に則した取扱いとなっていない 

 決算書類と他の書類（金融機関発行の残高証明書、固定資産管理台帳等）の整合性が

とれていない 

 積立金や借入金について理事会の承認を得ていない 

 競争入札や複数業者からの見積もり合わせによる適正な市場価格の調査等を行わず、

契約を締結している 

 契約の適正な履行の確保のために必要な契約書（請書）の作成をしていない 

 理事⾧専決で定められた額を超える契約について、理事会の承認を受けずに契約を

締結している 

 毎月作成されている月次試算表について理事⾧へ提出されていない 

 

 

7. その他 

 役員等の報酬等支給基準（規程）に報酬の総額が記載されていない等の不備がある 

 理事全員の同意がない等、理事会の決議の省略を行う場合の手続きに不備がある 

 社会福祉充実計画について当初計画と異なる事業を実施しているが、所轄庁へ計画

変更の承認を受けていない 

 備え付けの閲覧簿が整備されていない 

 福祉サービス相談委員会が規程の通り開催されていない 



令和４年度 指導監査実施状況報告書＜社会福祉法人＞

文書指摘
件数

口頭指導
件数

Ⅰ　組織運営

１　定款変更等の状況

(1)　 定款が定款例に準じたものになっていない 0 0

(2)　 定款の不備又は実態に即していない 5 4

(3)　 所轄庁への定款の変更申請又は届出が遅延又は未承認となっている 0 0

(4)　 その他　（定款変更等に伴う登記遅延など） 2 1

7 5

２　役員の構成等の状況

(1)　　役員（理事・監事）構成の状況 9 39

①　 役員（理事・監事）の欠員補充の遅延　 0 0

②　 役員の構成が不適切 4 0

③　 役員の選任手続が不適切（理事候補者の推薦等） 2 5

④　 代表を有する者の未登記又は遅延 1 0

⑤　 理事長及び業務執行理事の職務分担及び報告事項 0 5

⑥　 役員報酬規程 1 5

⑦　 その他 1 24

(2)　 評議員の構成等の状況 5 23

①　 評議員の数が、定款に定める員数となっていない 0 1

②　 評議員の欠員補充の遅延 0 0

③　 評議員の構成が不適切 0 0

④ 評議員の選任手続が不適正 3 1

⑤　 評議員の報酬規程 1 1

⑥　 その他 1 20

14 62

３　理事会の状況

(1) 理事会の開催要件の不備 0 4

(2)　 理事会の要決議事項に係る審議が未実施（評議員会の開催等） 2 1

(3)　 理事会で特定の役員が連続して欠席 2 2

(4) 理事会の議事録の不備及び保存が不適切 3 9

(5)　 日常軽易な業務の理事長専決事項の不備 0 0

(6) その他 3 5

10 21

４　評議員会の状況

(1)　 評議員会の開催要件の不備 2 8

(2)　 評議員会の決議（定款例第10条関係等） 0 2

(3)　 評議員会に特定の評議員が欠席　 0 0

(4)　 評議員会の議事録の不備及び保存が不適切（議事録作成者未記載等） 2 13

(5)　 その他 1 2

5 25

５　監事監査の状況

(1)　 監査報告に必要な記載事項が記載されていない 0 1

(2)　 監事監査が形式的又は報告の遅延 0 0

(3)　 監査報告書の作成及び保存が不適切（チェック表を未活用等） 0 0

(4) その他 0 0

0 1

指　摘　事　項

小　計

小　計

小　計

小　計

小　計



文書指摘
件数

口頭指導
件数

Ⅱ　事　業

１　社会福祉事業の実施状況

(1)　 定款上の事業と実施事業が不一致 1 0

(2)　 0 0

(3)　 社会福祉事業が主たる地位を占めていない 0 0

(4)　 0 0

(5)　 その他 0 0

1 0

２　公益事業の実施状況

(1)　 公益事業の内容が不適切 0 0

(2)　 公益事業の規模が社会福祉事業の規模を超えている 0 0

(3)　 公益事業に係る会計処理が不適切（会計が区分されているか等） 0 0

(4)　 その他 2 0

2 0

３　収益事業の実施状況

(1)　 収益事業の内容が不適切 1 0

(2)　 収益事業に係る会計処理が不適切（会計が区分されているか等） 0 0

(3) 収益事業の収益が社会福祉事業以外に充てられている 0 0

(4)　 その他 0 0

1 0

Ⅲ　管　理

１　人事管理の状況

(1)　 重要な役割を担う職員が理事会で未承認 0 0

(2)　 職員の任免が法人の規程等の定めに準じていない（辞令等職員任免の確認ができない） 0 0

0 0

２　資産管理の状況

(1)　 基本財産の管理が不適切 0 1

(2)　 基本財産以外の資産の管理が不適切 0 0

(3)　 株式等による運用財産の管理及び運用が不適切 0 0

(4)　 資産総額等が未登記又は遅延 2 5

(5)　 その他 1 1

3 7

３　会計管理の状況

(1)　 経理規程の未整備又は実態と乖離 3 8

(2)　 会計責任者、出納職員及び固定資産管理責任者が未配置又は辞令の未交付 1 0

(3)　 経理規程に準じた事務処理が不十分 2 14

(4) 会計処理が不適切 2 4

(5)　 資金計画書、借入金の償還計画が不適切 0 1

(6)　 決算関係書類が不適切 2 22

(7) 法人諸規則が未整備又は実態と乖離及び諸帳簿の整備が不十分 1 9

(8) 寄附金の取扱いが不適切 0 1

(9） その他 1 1

12 60

４　その他

(1)　 法人の開示すべき情報が開示されていない（定款例第32条関係） 0 12

(2)　 0 2

0 14

55 195指　摘　件　数　合　計

小　計

指　摘　事　項

小　計

小　計

小　計

小　計

小　計

苦情解決の仕組みが未整備若しくは規定に準じた運営を行ってない

社会福祉事業の行うために必要な資産を確保していない（地上権等の設定及び長期賃貸契約を含む）

社会福祉事業収入の運用方法が不適切（社会福祉事業の収入を認められない使途に充てている等）

小　計


